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人口と 面 積( 61. 9. 1)
世帯　　　　　225, 529
人口　　　　　632, 536
男　　　　　　320, 408
女　　　　　　312, 128

面積　　　　　53. 25km2
人 口 密 度　　　11. 879 人/ km2
<月2回( 5日、20日) 発行>

郷

土
博
物
館
オ
ー

プ
ン

11月3 日
文化の日

東渕江庭園も開園

足
立
区
は
、
歴
史
や
風
土
を
愛

し
豊
か
な
教
育
が
保
障
さ
れ
、
又

化
の
創
造
で
き
る
ま
ち
づ
〈

り
の

一
つ
と
し
て
、
郷
土
博
物
館
の
開

設
の
準
爾
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
緑
と
水
の
豊
か
な
潤
い
の

あ
る
ま
ち
づ
〈

り
と
し
て

東
溯

江
庭
園
を
建
設
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
陣
物
館
と
庭
園
が

閧
館
の
は
こ
7

と
な
り
H
月
3
日
(

文
化
の
日
)
か
ら
オ
ー
プ
ン
と
な

り
ま
す

。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

郷
土
陣
物
館
は
、
先
人
た
ち
の

歴
史
的
文
化
遺
産
を
後
世
に
永
〈

残
す
と
と
も
に
、
区
民
の
皆
さ
ん

が
郷
土
を
掌
ぴ
趣
土
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
施
設
で
す

。
こ
の
た

め
博
物
館
は
、
常
設
展
示
、
特
別

展
示
、
資
料
や
図
書
の
閲
覧
、
講

演
会
、
講
習
会
、
資
料
の
収
集
・

保
存
等
を
行
い
ま
す

。

ま
た
、
柬
溯
江
庭
園
は
、
区
民

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
博
物
館
と
一
体
と
な
っ
刄

歴

史
を
物
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲

気
を
持
つ
日
本
庭
園
で
す
。庭
園

に
は
、緑
が
豊
富
に
あ
り
、庭
園

の
景
観
に
調
和
し
た
数
寄
屋
風
の

デ
ザ
イ
ン
の
臨
渕
亭
が
あ
り
ま

す
。≪
郷
土
博
物
館
≫

明治43年当時の荒川掘削工事風景の模型

足立区立郷土博物館
足立区大谷田5- 20- 1

620- 9393

〔 国電 ・亀有 駅北口 下 車、

北口よ り バス( 六ツ 木団 地

行、六ツ 木部 住行 、八 潮 車庫

行、 木魯 横行) で、 大谷 田5

丁 目下 車徒 歩5 分 〕

<利用 案内>

開館時間　午前9時～午後5畤

( ただし 、入館は午後4 胯X 汾 まで)

入館料　一般… … … … 200円( 予定)

小 ・中 学生・・・100円( 予定) (

圜体: 20 人以上は半画)
※ 柬澆汀塵 ● の入 ■ は無 料です。
● 測亭・ 田科( 予定)
午前・・・2, 000円　午後‥ ・2, 200円

休 館 日　 梧 酒月 ■ 日( た だし祝 ・祭日

に あた る場 合は 火羅日)

12/ 28 ～1/ 4　 飼料整 理 期間

足立区文化祭「
又
化
の
口
」
を
中
心
に
、
区

民
の
文
化
、
芸
術
の
向
上
を
め
ぎ

し
た
第
3
6回
足
立
区
文
化
祭
を
、

区
内
各
会
場
で
閧
催
し
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
力
恆

熱
演

を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
(
1
1
月
末
ま

で
各
種
催
し
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
は
、1
1
月
初
旬
ま
で
の
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
)
。

<
総
合
展
覧
会
>

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
　

▽
書
道
・

水
石
展
…
1
0月
1
5～
1
9日

、
午

前
1
0時
～
午
後
6
時

▽
川
植
・
盆
栽
展
・・・
1
0月
2
2～
2
4

日

、
午
前
1
0時
～
午
後
6
時

▽
日
本
画
・
盆
景
展
…
1
0月
2
6

～
3
0日
、
午
前
1
0時
～
午
後
6

時
(
た
だ
し

、2
8日
休
館
)

▽
手
芸
・
写
真
展
=
・
1
1月
1
～
6

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
6
時
(

た
だ
し

、4
日
休
館
)

▽
華
道
・
俳
画
展
…
H
月
8
～
1
0

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
6
時

<
芸
能
大
会
>

産
業
振
興
館
　
▽
吟
剣
詩
舞
(
吟

剣
詩
舞
道
連
盟
)
H

月
2
日

、

午
前
9
時
～
午
後
7
時

青
年
館
　
▽
謡
曲
大
会
(
謡
曲
運

盟
)
1
1‥‥月
2
日
、
午
前
9

時
～

午
後
6

時

▽
短
歌
大
会
(
歌
人
ク
ラ
ブ
)
1
1

‥月
3
日
、
午
後
1
時
～
6
時

文
化
会
館

▽
民
踊
大
会
(
民
踊

連
盟
)
H

月
2
日
、
午
前
9
時

～
午
後
6

時

▽
邦
楽
大
会
(
邦
楽
舞
踊
連
盟
)
1
1

月
3
日
、
午
前
H
時
～
午
後
7

時

<
各
種
大
会
>

そ
ば
久
別
館
　

▽
総
合
芸
能
大
会
(

と
く
さ
会
)
H

月
2
日
、
正

午
I
午
後
5
時

▽
俳
句
大
会
(
俳
句
連
盟
)
1
1

月
3
日
、
正
午
～
午
後
6

時

西
新
井
大
師
書
院
　
▽
茶
会
(
華

逎
茶
道
協
会
)
H

月
3
日
、
午

前
扣
時
～
午
後
4
時

正
和
ク
ラ
ブ
　
▽
将
棋
大
会
百

本
将
模
連
盟
足
立
支
部
)
子

ど
も
の
部
…
H
月
1
日
、午
後

2
時
～
5
時
　
一
般
の
部
…
n

月
2
日
、
午
前
m
一
時
～
午
後
8

時
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
文
化
係

8

8
2
1
1
1
1
㈹

自
立
し
て
明
日
を
築
く
足
立
(
9
)

―
特
別
区
制
度
の
改
革
を
め
ざ
す
1
万
人
の
集
い
―

H
月
5
日
(
水
)
、
両
国
の
国

技
館
で

、「
特
別
区
制
度
の
改
革

を
め
ざ
す
1
万
人
の
集
い
」
が

開
か
れ
ま
す
。

足
立
区
か
ら
は
、
マ
マ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
4
0人
、
区
長
、
巌
長
、

区
議
会
巌
員
、
区
民
の
皆
さ
ん

合
わ
せ
て
3
人
が
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
1
1‥時
に
、
区

役
所
7
階
会
議
室
に
集
ま
り
、

そ
の
浚
バ
ス
5
台
に
分
乗
し
て

国
技
館
に
向
か
い
ま
す
。

午
後
1
時
3
0分
か
ら
、
式
典

か
始
ま
り
ま
す
が
、
幕
あ
け
は

山
本
直
純
さ
ん
指
揮
の
東
京
シ

テ
ィ
フ
ィ
ル
(
I

モ
ニ
ッ
ク
管

弦
楽
団
の
演
奏
で
す
。
演
奏
を

背
景
に
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
よ

る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
映
像
が
現

わ
れ
ま
す
。

司
会
者
は
、
徳
光
和
夫
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
で
、
采
賓
と
し
て
は

自
治
大
臣
、
東
京
選
出
国
会
議

貝
、
東
京
都
知
事
、
都
議
会
議

貝
、
2
3区
区
長
・
議
長
、
区
議

会
議
貝
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

式
典
第
2
部
で
は
、
2
3区
を

テ
ー
マ
に
し
た
楽
し
い
ク
イ
ズ

を
、
6
千
人
の
聴
衆
を
解
答
者

に
し
て
、
ス
ケ
ー
ル
大
き〈
展

開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
後
、
森
山
良
子
さ
ん
と

千
人
規
模
の
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ

ス
に
よ
る
、
共
同
大
会
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
の
合
唱
が
あ
り
ま

す
。大
会
終
了
は
、
午
後
4
時

で
、再
び
パ
ス
で
区
役
所
前
に

も
ど
り
ま
す
。

≪
企
画
課
≫

10月12日～18日

行政相談週間

□
特
設
行
政
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

総
務
庁
で
は
、
庄
民
の
皆
さ

ん
に
行
政
相
談
制
度
を
ま
り
い

っ
そ
う
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
1
0月
に
「
行
政
相
談

週
間
」
を
設
け
、
各
種
の
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

区
で
も
総
務
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
行
政
相
談
委
員
が
次
の
と

お
り
相
談
を
鷽
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で

、
秘
密
は
守

り
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
▽
1
0
月
1
3
日
(

月
)
、
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

▽
1
5日
(

水
)
、
青
年
館
　

▽
1
7日
(
僉
)
、本
庁
舎
・
区
民

相
談
室

※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午

後
1
時
～
4
時
。
相
談
に
関
係

す
る
資
料
を
持
穆
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

国
、
国
鉄
、公
庫
、

公
団
、
事
業
団
等
の
仕
事
に

つ
い
て

▽
説
明
に
納
蹲
で
參
な
い

▽
処
理
が
間
違
っ
て
い
る

▽
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
そ

の
措
置
に
納
得
で
き
な
い
と

い
っ
た
場
合
等

□
行
政
苦
情
1
1
0
番

`
1
2
1
3
1
1
0
0

関
東
管
区
行
政
監
察
局
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
行
政
相
談
委
員

上
表
の
行
政
相
談
委
貝
は
、

常
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
面
接
・
電
話
、
手
紙
等
ど

ん
な
万
法
で
も
結
構
で
す
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
相
談
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

い
じ
め
と
非
行
の

特

別

相

談

教
育
委
員
会
で
は
、
今
月
を

「
い
じ
め
と
非
行
の
特
別
相
談

月
間
」
と
し

、
電
話
と
来
所
に

よ
る
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

受
付
日
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日
(

祭
日
を
除
く
)
、
午
前
1
0時

～
午
後
4
時

相
談
場
所
　
▽
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談
室
(
来
所
相
談
の

予
約
…
　
8
5
9
9
5
3
1
、電

話
相
鮫
・
・
・
　
8
8
4
7
8
6
7
)

▽
指
導
室
教
育
相
談
(
区
役
所

本
庁
舎
内
、来
所
相
談
の
予

約
…
　
8
8
2
-
1
1
1
内
線

7
8
6
、電
話
相
談
・
・
・
　
8
8
2
1
1

7
0
)

特
別
経
済
講
演
会

日
時
　
1
0月
2
8日
(
火
)
、午
後
1

時
3
0分
～
3
時

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館

講
師
　
長
谷
川
慶
太
郎
氏
(
経

済・評
論
家
)

内
容
　
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
こ

う
な
る
I
円
高
デ
フ
レ
時
代

の
経
営
戦
略

費
用
　

無
料

問
合
せ
先
　

中
央
本
町
庁
舎
・

経
済
課
(

　
8
8
0
5
1
9
1
)

ま
た
は
東
京
商
工
会
議
所
足

皀
支
郵

へ
　
哨
9
2
0
0
J

受
け
付
け
ま
す
(
物
品
)

競
争
入
札
参
加
願
い

昭
和
6
2
・
6
3
年
慶
に
区
の
物

品
賈
い
入
れ
等
の
指
名
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
次

の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間
　
1
0
月
2
0日
～
1
1月
1
4

日
(
日
曜
・
祭
日
を
除
く
)

受
付
時
間

午
前
9
時
3
0分
～

午
後
4
時
(
正
午
～
午
後
1

時
を
除
く
、
土
曜
日
は
午
前

H
時
ま
で
)

受
付
場
所
　
区
役
所
本
庁
舎
・
3

階
会
議
室

用
紙
　
都
財
務
局
所
定
用
紙
…

東
京
都
弘
済
会
(
都
庁
西
1

号
館
地
下
1
階
)
で
販
売

問
合
せ
先
本
庁
舎
・
契
約
第

二
係
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
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みんなでふやして
〝みどり〟の 街に

苗木無料配布( 個人)

あ
な
た
の
手
で
;
み
ど
り
〟を

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

区
を
。み
ど
り
の
豊
か
な
ま
ち
〟

に
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
苗
木

の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

配
布
日
程
・
会
場
・
本
数

下
表
(
1
)
の
と
お
り

苗
木
の
種
類
　
下
表
(
2
)
の
と
お
り

配
布
方
法
　
各
会
場
と
も
、
午
後
2

時
か
ら
先
着
順

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
緑
化
係
　

8
8
2
1
1
1
1
㈹

表( 1) <配布日程・会場・本数>

表( 2) <区内の農家に委託して育てた苗>

きれいなまちづくり

あき地の
草刈りに

ご協力ください

区
で
は
、あ
き
地
の
所
有
者
(
管

理
者
)
に
雑
草
の
草
刈
り
を
お
願

い
し
、
適
正
な
管
理
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す

。

し
か
し

、
ま
だ
、
雑
草
の
繁
茂

し
た
あ
き
地
が
Q
受
け
ら
れ
ま

す
。
雑
草
を
放
置
し
ま
す
と
、
近

所
の
方
々
の
迷
惑
に
な
る
う
え
、

非
行
の
場
や
ゴ
ミ
の
捨
て
場
に
も

な
り
ま
す
。

ま
た

、
枯
れ
草
が
火
災
の
原
因

と
も
な
り
ま
す
の
で
、
草
刈
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
で
は
、
草
刈
機
の
貸

し
出
し
や
、
自
分
で
刈
り
取
り
の

で
き
な
い
方
に
は
I
平
方
が
当
り
5
9

円
で
委
託
す
る
方
法
を
行
っ
て

い
ま
す

。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
緑
化
係
　
　
8
8
2

1
1
1
1

㈹

区
民
の
日
に
晴
れ
の
表
彰

足
立
区
に
貢
献
し
た
2
1
9名

去
る
1
0月
1
日
「
区
民
の
日

」

に
昭
和
6
1年
度
足
立
区
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
の
た
め
に
永
年
尽
力
さ
れ
た

方
や
社
会
福
祉
、
公
衆
衛
生
、
教

气

産
業
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た

方
な
ど
、
次
の
2
1
9名
の
方
々
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【自
治
功
労
】<
区
議
会
議
貝
>

鈴
木
金
治
郎

菅
原
勲

五
十
嵐

英
生

宮
原
進

渡
邊
修
次

石
川
千
代
子
齊
藤
八
郎
<

行
政
委
員
>
鈴
木
又
右
術
門

井
上
信
彌
小
宮
舁
太
郎
遠
峰

冨
次
<
消
防
団
>
複
本
慶
一

舩
越
美
之
二

今
村
幸
保

田
代

正
明

坂
井
昭
三

鈴
木
重
次

川
田
光
一
　
伏
見
光
夫

根
岸
浩

康

阿
出
川
忠
義

林
利
明

小

林
利
一
　
石
井
徳
蔵

茂
木
敏
幸

飯
塚
善
二
郎

石
川
勝

厚
木
五

男

冨
澤
與
四
郎

浅
野
伊
一

牛
込
淑
郎

黒
田
撒
俊

奥
龠
勝

己

西
野
和
彦

山
浦
績
雄

濱

田
三
男
青
野
清
次
藤
井
洋
典

野
寺
保
治
灣
水
一
雄
鈴
木
昌

昭
根
岸
一
廣
宮
本
正
雄
瀧

山
丘
司
木
村
喜
久
治
<
町
会

・
自
治
会
長
>

井
上
市
三
郎

谷
古
宇
政
直

佐
藤
昭
二

佐
々

木
哇
治

島
崎
義
雄

【
納
税
功

労
】

上
野
茂
治

小
林
延
吉

【
区
立
学
校
教
育
功
労
】
<
教

育
功
労
者
>
小
野
冂
陲
籾
山

五
夫
高
田
道
橘
輝
明
前
田

昇
<
P
T
A
会
長
>
茂
出
木

久
義
大
越
治
助
石
川
博
義

横
田
文
男
<
学
校
保
健
衛
生
功

労
者
>
井
上
正
大
道
善
次
郎

蔵
保
吉
佐
野
充
江
口
壽
子

谷
信
男
奥
村
み
よ
子
上
岡
幸

八
大
久
保
誠
之
波
止
保
佐

藤
義
洋
小
宮
亀
夫
小
池
久

小
筥
冒
八
郎
森
敏
雄
野
原
カ

ズ
子
山
本
庸
子
【
私
学
教
育

功
労
】
　
<
私
学
振
興
功
労
者
>

千
葉
榮
興
【
社
会
福
祉
功
労
】
<

社
会
福
祉
団
体
功
労
者
>

土
田
利
久
太

阿
出
川
ツ
ネ

山
崎

豊
吉

平
口
孝
平

鵜
澤
四
郎

松
崎
林
<
保
護
司
>
小
泉
濟

次
高
野
恤
幸
村
上
政
七
福

田
光
男
中
村
ツ
ネ
鈴
木
眞
平

金
井
は
る
ゑ
渡
邊
貞
冶
島
田

耕
平
新
井
智
膺
【
社
会
生
活

功
労
】
<
社
会
生
活
事
業
功
労

者
>
池
畑
宮
<
防
火
事
業
功

労
者
>
羽
住
き
み
子
宮
部
キ

ミ
子
小
久
保
ヤ
エ
原
田
と
き

萩
原
ク
ニ
横
瀬
富
一
　
田
口
富

蔵
濟
水
福
次
郎
<
交
通
安
全

事
業
功
労
者
>
廣
川
和
一
<

民
事
調
停
委
員
>

伊
集
院
寰

【
公
衆
衛
生
功
労
】
<
公
衆
衛

生
事
業
功
労
者
>

三
森
至

大

桃
吉
一

<
保
健
医
療
事
業
功
労
者
>
中

林
繁
司
小
澤
昭
司
新
井
登
喜

雄
石
和
田
濟
森
田
時
子
関

根
勇
二
永
井
千
代
子
伊
藤
盛

雄
【
農
商
工
業
功
労
一
<
晨

業
振
興
功
労
者
>

下
邨
傅
市

西
山
嘉
一
　
河
内
重
男

西
野
末

光

大
駒
正
荘

馬
場
金
造

鈴

木
洋
一
　
小
軣
二
代
占

阿
出
川

辰
次
星
野
武
雛
荒
堀
武
男

伊
藤
栄
蔵
<
商
業
振
興
功
労

者
>
横
須
賀
堪
染
谷
利
幸

関
川
正
氓
清
水
敏
之
飯
野
弘

秋
庭
代
三
郎
小
林
正
三
小
島

潔
<
工
業
振
興
功
労
者
>
池

水
福
蔵
塚
原
定
<
実
業
精
励

功
労
者
>
内
藤
靈
光

集
R
敏

勝

佐
藤
雅
義

櫻
木
玄
一

森
川
弘
道

職
田
臭
春

松
浦
健
二

岡
田
進

大
澤
憲

新
井
廣
和

村
松
裕

黒
瀬
和
男

矢
島
岩
蔵

湯
原
輝

長
島
實

宮
越
正
雄

【
建
設
功
労
】
<
建
築
事
業
功

労
者
>
高
僑
正
賢
<
区
画
略

理
事
業
功
労
者
>
浅
香
辰
男

松
川
彦
蔵
【
社
会
教
育
功
労
】

<
社
会
教
育
事
業
功
労
者
>
高

橋
末
野
下
川
又
三
伊
藤
勝
枝

瀬
田
良
雄
」
‥
岡
宏
<
文
化
事

業
功
労
者
>
吉
田
彌
吉
金
井

せ
い
金
澤
永
助
野
村
栄
子

籘
毟
弘
子
市
川
碍
子
中
川
志

で
<
体
育
事
業
功
労
者
>
鈴

木
宏
佐
藤
悦
信
野
村
喜
好

知
久
余
夫
吉
成
健
治
ぺ
木
洋

一
　
刈
冶
匱
三
郎
清
水
孝
允
<

文
化
財
保
護
功
労
者
>

岡
田

源
治

西
野
市
郎

江
川
作
次
郎

宇
田
川
長
吉

濱
野
政
次

瀬
川

勇
次
郎

大
熊
祐
一
郎

増
田
彦

四
郎

野
崎
清
治

平
田
一
平

蓮
井
栄
一
　
鈴
木
陽
祐

岩
崎
正

之

【
徳
行
者
】

東
京
都
米
穀

小
売
商
絎
合
足
立
支
部
一
同

足

立
区
仏
教
会

城
北
ヤ
ク
ル
ト
販

売
株
式
会
社

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ

じ
さ
い
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
登

亭

社
団
法
人
東
京
都
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
足
立
支
部

足
立
民

謡
団
体
連
盟

手
嗚
権
太
郎

中

央
包
装
機
株
式
会
社

足
立
区
消

費
者
友
の
会

窪
谷
雅
成

日
本

紙
業
株
式
会
社
東
京
工
場
従
業
貝

一
同

株
式
会
社
割
烹
中
田
屋

前
田
ヌ
イ

足
立
明
る
い
社
会
づ

く
り
の
会

足
立
薬
業
協
同
組
合

松
本
喜
一
郎

田
口
と
り

【
人

命
救
助
】

足
立
良
博

度
邊
喜

三
男

堀
田
健
次

田
ヶ
谷
保
二

戸
邊
昭
康

【
寄
付
者
】
古
庄
弘

東
京
足
立
鞄
工
業
会

伊
藤
せ
き

松
岡
英
吉

株
式
会
社
三
浦
工
務

店
三
和
会

定
野
敬
子≪

敬
称
略
≫

動
物
た
ち
と

仲
良
し
に
な
ろ
う

ふ
れ
あ
い
動
物
園

さ
わ
や
か
な
秋
風
か
吹
く
公
園

で
、
や
ぎ
、
う
さ
ぎ
、
モ
ル
モ
ッ

ト
な
ど
の
可
愛
い
動
物
と
仲
良
し

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
お
で
か
け

く
だ
さ
い

。

日
時
・
場
所
　

▽
1
0月
1
0
日
(
雨

天
・・・
1
2日
)

青
井
ふ
れ
あ
い
公

園
　

▽
1
1月
2
日
(
雨
天
・・・
3

日
)
あ
み
だ
橋
公
園

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
畤

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・
公

園
課
　
8
8
0
5
2
6
1

う
さ
ぎ
や
モ
ル
モ
ッ
卜
な
ど
の
可
愛
い
ら
し
い
小
動
物
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
ヨ
。
き
み
も
、
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

愛
犬
家
の
皆
さ
ん
へ

最
近
、
犬
の
散
歩
中
に
、
道
路

や
公
園
な
ど
に
ふ
ん
を
さ
せ
、
始

末
せ
ず
に
帰
る
飼
い
主
へ
の
苦
倩

が
ふ
え
て
い
ま
す
。

犬
の
散
歩
に
は
必
ず
、
袋
等
を

用
意
し
、
犬
の
ふ
ん
を
始
末
し
て

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

<
足
立
・
千
住
保
健
所
>

く
ら
し
の

情
報

子

ど

も

就
学
時
健
康

診
断
を
行
い
ま
す

来
年
4
月
、
区
立
小
学
校
に

入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診

断
を
各
校
で
実
施
し
ま
す
。
1
0

月
7
日
発
送
予
定
の
通
知
書
に

指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所
で
忘

れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

<
ご
注
意
>
区
立
小
学
校
に

入
学
を
希
望
す
る
外
国
人
の
方

で
、
ま
だ
甲
請
を
し
て
い
な
い

方
は
、
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登

録
証
明
書
と
印
か
ん
を
持
参

し
、
学
亭
第
一
係
へ
お
い
で
ぐ

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
保
健
紿

食
係
ま
た
は
、
学
事
第
一
係

8
8
2
1
1
1
1㈹

福

祉

と
び
だ
そ
う
!

青
空
の
下

心
身
障
害
者
(
児
)

体
育
祭
を
開
催

ふ
だ
ん
身
体
を
勳
か
す
機
会

の
少
な
い
心
身
障
害
者
(
児
)

の
皆
さ
ん
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
か
笑
い
、
第
1
3回
足

立
区
心
身
障
害
者
(
児
)
体
育

祭
を
閧
催
し
ま
す
。

さ
あ
、
思
い
切
っ
て
と
び
出

し
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
で
汗
を

醗
し
ま
し
ょ
う
。
一
般
の
方
々

も
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　
1
0月
1
9日
(
日
)
(雨
天

の
場
合
は
1
0月
2
6日
)
午
前
9

時
3
0分
～
午
陂
4
時
頃

場
所
　
区
立
第
4
中
学
校

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
障
害
福

祉
課
計
画
調
整
係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

障
害
者
対
象
ワ
ー

プ
ロ
技
能
講
習
会

期
間
　
1
0
月
1
6日
～
1
2月
1
8日

の
毎
週
木
曜
日
(
全
1
0回
)

午
前
1
0時
～
正
午

場
所
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー

対
象
　
区
内
在
僅
の
障
害
者

で

、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
し
て
ワ
ー
プ
ロ
を
利

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方

内
容
　
基
本
操
作
か
ら
簡
単
な

文
喬
打
ち
ま
で
(
実
費
負
担
)

募
集
人
数
　
4

名

申
込
期
限
1
　
0
月
H
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
8
8
3
6
1

国
民
年
金

社
会
保
険
街
頭

相
談
を
行
い
ま
す

今
月
は
「
国
民
年
金
制
度
推

進
月
間
」で
す
。

区
で
は
、
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
保
険
な
ど
社
会
保
険
制
度

全
般
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
や

分
ら
な
い
点
の
あ
る
力
の
た
め

に
衝
頭
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
1
6日
(
木
)
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
　
竹
の
塚
駅
前
東
ロ
ロ
ー

タ
リ
ー

共
催
　
足
立
社
会
保
険
事
務
所

・
東
京
社
会
保
険
協
会
足
立

支
部
・
足
立
社
会
保
険
委
叫

会
問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係
　
8
8
0
5
1
5
1

保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
方
へ

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納

め
る
こ
と
か
困
難
な
方
に
は
、

保
険
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

手
続
き
方
法
　
国
民
年
金
課
、

ま
た
は
区
民
事
務
所
へ
印
か

ん
、
年
金
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
係
　
8
8
0
5
1
5
1

保
険
料
の
お
支
払
い

は
口
座
振
替
で

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
あ

な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
納
付
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
が
あ

る
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
岨

合
、農
協
の
窓
口
で
行
え
ま
す

。

手
続
き
に
持
参
す
る
も
の
　
年

金
手
帳
、
預
金
通
帳
、
取
り

引
き
の
印
か
ん

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
係

・
l膕
5
1
5
1

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
に

入
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

左
の
①
～
か
I
ア
に
加
入
し

て
い
る
以
外
の
方
は
、
す
べ
て

足
立
区
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(

た
だ
し

、
生
活
保
攫
を
受
け

て
い
る
方
は
除
く
)
。

①
健
康
保
険
(
健
康
保
険
組
合

を
含
む
)

②
船
員
保
険

③
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合

④
地
方
公
務
祠
等
共
済
組
合

⑤
私
立
学
校
教
職
貝
共
済
組
合

⑥
―
ア
国
民
健
康
保
険
組
合

⑥
I
イ
市
区
町
村
国
民
健
康
保

険な
お
、
す
で
に
足
立
区
の
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
で

、
①
～
⑥
―
ア
の
医
療
保

険
の
被
扶
養
者
と
し
て
認
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。
た
だ

し

、
次
の
条
件
か
必
要
で
す
。

被
扶
養
者
の
範
囲

(
ア
)
直
系
尊
属
(
共
済
の
場
合
は
、

父
母
・
祖
父
母
)
、
配
偶
者
(

内
緑
関
係
を
含
む
)
、
子
・

孫
お
よ
び
弟
妹

(
イ
)
三
親
等
内
の
親
族
(
お
じ
、

お
ぱ
、
お
い
、
め
い
ま
で
)
、

内
緑
配
偶
者
の
父
母
・
子
(

内
・緑
配
偶
者
の
死
亡
後
も

含
む
)

被
扶
養
者
の
要
件

右
の
(
ア
)
の
方
に
つ
い
て
は
、

同
一
世
帯
で
あ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
(
イ
)
の
方
は
、同
一
世

帯
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
年
問
の
収
入
が
、

お
お
む
ね
9
0万
円
未
満
(
6
0
歳

以
上
ま
た
は
、
障
害
年
金
を
受

け
ら
れ
る
方
の
場
合
は
、1
5
0万

円
未
満
)
の
方
で
す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
係
　
8
8
0

5
1
3
1

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
出
し
中

―
特
別
区
制
度
の
P
R

〝
特
別
区
が
変
わ
り
ま
す
〟

と
い
う
C
M

が
流
れ
て
ま
す

が
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

今
、
2
3
特
別
区
は
市
と
同

じ
膾
限
を
待
っ
た
自
治
体
に

生
れ
か
ね
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
改
革
を
三
遊

亭
楽
太
郎
師
匠
が
ユ
ー
モ
ア

を
ま
じ
え
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。

貸
出
場
所
　
本
庁
舎
・
広
報

課
、
情
報
公
間
課
お
よ
び

中
央
本
町
庁
舎
・
惴
報
公

閲
課
分
室

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
広
報

課
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
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指先でつまめ る
おなか 赤 信 号

食生活改善月間
10月1 日～30 日

健
康
を
増
準
歹
る
た
め
の
食
生

活
と
し
て
、
最
も
基
本
的
な
こ
と

は
、
体
に
必
要
な
栄
養
を
過
不
足

な
く
と
る
こ
と
で
す
。　

数
多
く
の
食
品
を
種
類
の
異
な

る
食
品
の
中
か
ら
輜
広
く
と
る
こ

と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
、
栄
養
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
れ
ま
す
。

1
日
3
0
食
品
を
種
類
の
異
な

る
食
品
の
中
か
〟-
こ
れ
が
健

康
的
な
食
生
活
の
目
標
で
す
。

▽
1
日
3
0食
品
を
上
手
に
と
る
方

法
の
例
(
左
図
)

▽
基
礎
食
品
の
中
か
ら
、
も
れ
な

く
組
み
合
せ
よ
う

▽
主
食
、
主
粟
、
副
菜
を
そ
え
よ

う

▽
朝
食
も
し
っ
か
り
食
べ
よ
う

▽
野
粟
は
、
で
き
る
だ
け
、
多
く

の
種
類
を
食
べ
よ
う

問
合
せ
先
　
各
保
健
所
、
保
健
相

談
所

種
類
の
異
な
る
食
品
を

組
み
合
わ
せ
て
献
立
づ

く
り
を
考
え
ま
し
ょ
う

おいしく食べて

健康度アップ

1日30種 類の食品を食卓に!
( 一 例)

合計11種類

胚芽ごはん( 1
種類)

卵焼き( 1
種類)

ほうれん草のごまあえ( 2

種類)

みそ汁( 5

種類)

とうふ、大橋、
わかめ、みつば
みそ

くだもの( 2
種類)

合計11種類

トースト( 2
種類)

パン
バター

野菜肉炒め( 6
種類)

豚肉、生姜、
人参、キャベツ、
丕ねぎ、パセリI

スープ( 3
種類)

トマト、マッ

シュ ル ー 厶 、

ね き・

合計13種類
胚芽ご はん( O

種類)
・同じ食品は何回
食べても、1回
しか譱えない

あじの邑ニエル( 6
種類)

あじ、バター、
小麦粉、貝劃栗、
レモン、レタス

いも煮付( 3
種類)

小手、Lしとう
生しい1二l j

酊のもの( 3
種類)

1ここ 、き・1 う り、I

胄 し そ|

つけもの( 1
種類)

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千住保健所　888- 4277
江北保健相談所　896- 4004
東和保健相談所　606- 4171
中央本町保健相談所　880- 1165

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
)

江
戸
時
代
、
同
和
地
区
の
人

び
と
は
、
厳
し
い
差
別
に
甘
ん

じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

時
、
部
落
へ
の
差
別
的
弾
圧
が

強
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
裏
が
え
し
に
す
れ
ば
、
部

落
側
か
ら
、
身
分
的
抑
圧
を
は

ね
か
え
し
、
解
放
を
求
め
よ
う

と
す
る
運
動
が
行
わ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
も
1
9世
紀
に
入
り

ま
す
と
、
年
貢
の
収
奪
強
化
、

都
市
で
の
米
価
の
急
騰
な
ど
に

よ
る
世
鳴
不
安
か
ら
、
各
地
で

百
姓
一
揆
や
打
ち
こ
わ
し
が
起

き
ま
し
た
。1
8
3
3

年
か
ら
1
8
3
6

年
に
か
け
て
の
全
国

的
な
き
き
ん
(
天
保
の
き
き
ん
)

も
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
ま
し

た

。こ
の
よ
う
な
社
会
不
安
に
対

し
て
、
幕
府
の
再
建
、
幕
府
の

権
威
の
回
復
の
た
め
に
、
幕
府

は
改
革
を
す
す
め
た
の
で
す
。

こ
れ
が
天
保
の
改
革
と
い
わ

れ
る
も
の
で
、
内
容
は
、
衣
食

住
に
対
す
る
倹
約
の
奨
励
、
出

版
、風
俗
の
取
締
り
、
農
民
の

都
市
へ
の
出
か
せ
ぎ
の
禁
止
な

ど
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
し

た
。財

政
難
に
苦
し
む
諸
藩
も
、

こ
の
改
革
に
な
ら
っ
て
、
年
貢

の
引
上
げ
、
藩
の
特
産
物
の
専

充
化
な
ど
を
す
す
め
て
い
き
ま

し
た
。天
保
1
3年
(
1
8
4
2

年
)
に
、
岡
山
藩
で
は
、
同
和

地
区
の
人
び
と
が
農
民
や
町
人

な
ど
に
紛
れ
ぬ
よ
う
に
と
、
衣

類
は
無
紋
の
渋
染
に
限
る
と
の

倹
約
令
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
は
、
藩
は
同
和

地
区
の
人
び
と
の
要
留
蚕
受
け

入
れ
布
告
は
撒
回
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
1
3年
後
の
安
政
2

年
(
1
8
5
5
年
)
1
2月
、
岡

山
藩
は
同
和
旭
区
の
人
び
と
に

対
し
て
再
び
厳
し
い
倹
約
令
を

出
し
た
の
で
す
。
こ
の
倹
約
令

に
抗
し
て
た
ち
上
っ
た
一
揆

が
、
後
に
[
渋
染
一
揆
]
と
い

わ
れ
る
も
の
で
す
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当
へ
。

生
活
環
境

縦
覧
し
て
い
ま
す

東
京
都
(
区
部
)
都
市

再
開
発
方
針
の
都
市

計
画
決
定

都
で
は
、
東
京
郡
(
区
部
)

都
市
再
開
発
方
針
-
東
京
都
市

計
画
市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街

化
調
整
区
域
の
整
備
、
開
発
ま

た
は
保
全
の
方
針
を
決
定
し
ま

し
た

。縦
覧
し
て
い
ま
す
の
で

、

ご
覧
く
だ
さ
い

。

告
示
年
月
日
　
9

月
3
0日

縦
覧
場
所
　
都
・
都
市
計
画
局

相
談
膺
報
課
、
区
・
本
庁
舎

都
市
計
画
課

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
都
市
計

画
課
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

不
燃
化
促
進
ア
ン
ケ
ー

卜
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

禰
助
2
5
6号
線
沿
い
に

お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
へ

区
で
は
、
補
助
2
5
6号
線
沿
い

の
不
燃
化
促
進
事
業
を
計
回
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
庄
民
の
皆
さ

ん
の
意
向
を
う
か
が
い
、ま
た
、

事
業
を
円
滑
に
進
め
る
資
料
と

す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
。

調
査
に
は
、
区
が
委
託
し
た

業
者
が
調
査
対
象
区
域
内
の
お

宅
に
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
1
0

月
1
5日
か
ら
2

週
間
程
度

調
査
対
象
区
域
　
補
助
2
5
6号
線

で

、
東
栗
原
交
差
点
か
ら
花

畑
四
丁
目
付
冴
l
で
の
道
路

の
両
側
約
3
0む

調
査
機
関
　
㈱
都
市
計
回
同
人

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
ま
ち
づ

く
り
課
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

お
知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
修
繕
資
金
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修

韆
や
、
1
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
増
築
、

ま
た
は
宅
地
の
整
備
を
お
考
え

の
方
で

、
資
金
に
お
困
り
の
場

合
、
金
融
機
関
に
融
資
の
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す

。

融
資
あ
っ
せ
ん
額
　
2
0
万
円
～

沺
万
円
ま
で
(
増
築
を
含
む

場
合
は
2
5
0万
円
ま
で
)

利
率

年
　
7
.
5
%
(
区
が
I
%

の

利
子
禰
給
を
し
ま
す
)

取
扱
金
融
機
関
　
富
士
銀
行
、

足
立
信
用
金
庫
、
威
和
信
用

金
庫
、
足
立
農
業
協
同
組
合

の
区
内
本
店
・
支
店

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
な

一

類
を
添
え
て
、
工
事
を
行

う
1
ヵ
月
前
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
(
工
事
着
工

後
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
)

※
申
込
の
し
お
り
は
、
区
民
生

活
係
と
各
区
民
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町

庁
舎
・
区
民
生
活
係
　
8
8
0
5
1
7
1

住
居
表
示
板
を

取
り
替
え
ま
す

島
根
一
～
四
丁
目
、
六
月
一

～
三
丁
目
、平
野
一
上

二
丁
目
、

保
木
間
一
～
五
丁
目
、
東
六
月

町
に
お
住
い
の
方
へ

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
区
域
の

各
家
庭
に
取
り
付
け
て
あ
る
町

名
街
区
表
示
板
や
戸
番
襟
(
そ

れ
ぞ
れ
住
所
を
表
わ
す
緑
色
の

プ
レ
ー
ト
)
の
取
り
習
え
作
笑

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

取
り
替
え
期
間

扣
月
上
旬
～
1
2

月
下
旬

※
こ
の
作
業
は

、
区
で
委
託
し

た
業
者
(
住
居
表
示
係
の
腕
章

を
付
け
て
い
ま
す
)

が
行
い
ま

す

。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
中
央
本
町
庁
舎
。

住
居
表
示
係
　
8
8
0
5
0
3
1

販
売
し
て
い
ま
す

区
の
刊
行
物

区
が
発
行
し
て
い
る
刊
行
物

の
販
売
は
、
情
報
公
開
課
(
分

室
を
含
む
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
行
政
資
料
の
コ

ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
(

有
料
)
も
行

っ
て
い
ま
す

。

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
情
報
公

間
課
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
、

中
央
本
町
庁
舎
・
情
報
公
開

課
分
室
　
8
8
0
5
0
0
1

消

費

者

〝身
近
か
な
生
活

を
見
直
そ
う
〟

1
0月
1
9日
～
2
5日
は

東
京
都
消
費
者
週
間

消
費
生
活
の
ま
す
ま
す
の
安

定
と
向
上
を
考
え
て
い
く
に

は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
灣
賢
者

が
学
び
合
い
、
手
を
結
び
合
つ

て
い
く
こ
と
が
一
層
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
東
京
都
消
費
者
週
間
を

機
会
に
私
た
ち
の
身
近
か
な
消

費
生
活
に
つ
い
て
、
見
直
し
、

考
え
直
し
、
学
び
合
つ
て
み
ま

せ
ん
か
。消
費
者
セ
ン
タ
ー
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
『
相
談
・
情

報
セ
ン
タ
ー
』
と
し
て
ご
利
用

で
さ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
(
　
8
7
0
1
3
0
1
)

へ

。

1
0
月
の
安
売
デ
ー

□
青
果
物
　
1
0
月
1
5
日
(
水
T

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

□
魚
　
m
一
月
1
7日
(
金
)
・・・
青

い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

主
催
　
足
立
区
青
果
物
安
売
デ

ー
協
議
会

、
関
東
水
産
物
商

業
協
同
組
合
西
新
井
支
部
・

千
住
支
部

後
援
　
足
立
区

主 な刊 行物 ( 在庫の少ないものもあります)

「わがまち足立 」の絵はがきも販 売中
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募
集催

し
も
の

青

年

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

考
え
よ
う
!

あ
だ
ち
の
ま
ち
と

あ
な
た
の
生
き
方

。

今
、
多
く
の
仲
間
が
あ
な
た
を

待
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
H

月
2
日
(
日
)
、
午
後
1

時
か
ら
3
日
(
月
)
、午
後
4
時

ま
で
(
1

泊
2
日
)

場
所
　
水
元
青
年
の
家

対
象
　
青
年
お
よ
ぴ
青
年
指
導
者

の
方
(
原
則
と
し
て
両
日
参
加

可
能
な
方
)

内
容
　
▽
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(

テ
ー
マ
…
足
立
区
は
生
き
の

こ
れ
る
か
)

▽
分
科
会
…
①
北
千
住
は
原
宿

を
こ
え
ら
れ
る
か
　

②
私
た
ち

の
人
生
の
中
で
I
仕
事
と
結
婚

③
青
年
は
社
会
参
加
し
た
い
の

に
　
④
青
年
活
励
と
行
政
施
策

購
師
　
佐
藤
啓
子
氏
(
文
教
大
学

教
授
)
ほ
か

定
員
　
旧
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料
(
た
だ
し
、
食
事
代

千
3
5
0
円
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
期
限
　
1
0月
2
0日

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
青

少
年
係
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

婦
人
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
講
習
会

婦
人
を
対
象
に
し
て
、ス
ポ
ー

ツ
指
導
を
し
て
い
る
方
の
講
習
会

で
す
。

日
時
　
1
0月
1
5・
1
7・
2
0・
泗一日

場
所
　
区
役
所
本
庁
舎
7
階
大
会

議
室

内
容
　
▽
ス
ポ
ー
ツ
と
女
性
、
ス

ポ
ー
ツ
障
害

▽
テ
ー
ピ
ン
グ

▽
婦
人
向
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
等

定
員
　
圈
名
(
先
柵
順
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、職

業
、指
導
種
目
を
明
記
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
・
体

育
課
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講

習
会
担
当
(
干
圀
千
佳
1
-
4

-
1
8
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

区

民

大

学

公

開

講

座

第
2
回
目
の
区
民
大
学
を
公
開

講
座
と
し
て
開
講
し
ま
す

。

お
気
軽
に
ご
C
募
く
だ
さ
い
。

日
時
　
1
0
月
1
4日
(
火
)
、
午
後
6

時
3
0分
～
8
時
3
0分

場
所
　
中
央
本
町
社
会
教
育
館

対
象

区
内
在
庄
・
在
勤
の
成
人

内
容

生
命
科
学
の
進
歩
と
人
間

の
い
の
ち

講
師
　
餌
取
章
男
氏
(
サ
イ
エ
ン

ス
編
集
長
)

定
員
　
5
0
名
(
申
し
込
み
多
数
の

際
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に

住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
　
1
0
月
9
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
文

化
係
(
〒
1
2
0
千
住
1
-
4
L
1
8
　
8
8
2

1
1
1
1

㈹
)

祭
ば
や
し
と

獅
子
舞
の
集
い

区
内
に
は
、
現
在
2
8の
郷
土
芸

能
保
存
会
が
あ
り
、
郷
土
芸
能
の

伝
承
・
普
及
活
動
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

郷
愁
を
さ
そ
う
太
鼓
や
笛
の
音

と
、
古
来
か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能

の
す
ば
ら
し
さ
を
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
1
0月
1
9日
(
日
)
、午
後
1

時
開
演

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

入
場
料
　
無
料

出
演
団
体
　
曙
箕
輪
囃
子
桜
会
、

稲
穂
会
、
大
鷲
会
江
戸
あ
だ
ち

太
鼓
、
大
鷲
神
社
お
囃
子
運
、

お
は
や
し
愛
好
会
、
神
田
囃
子

睦
会
、
島
根
ぱ
や
し
連
中
、
花

畑
大
鷲
神
社
獅
子
舞
保
存
会
、

柳
原
箕
輪
囃
子
連

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
文
化
係
　

8
2
1
1
1
1㈹

生

活

教

室

□
花
畑
セ
ン
タ
ー

日
時
　
1
0月
2
1日
(
火
)
、午
後
1

時
3
0分
～
4
時

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容

お
年
寄
ひ
か
ら
学
ぶ
「
善

く
ず
れ
し
な
い
和
服
の
着
方
」

定
員
　
3
0名
(
先
各
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
1
0月
7
日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ

ー
　
8
5
0
2
6
1
7

□
東
部
セ
ン
タ
ー

日
時
　
1
0月
1
7日
(
金
)
、午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

内
容
　
お
金
の
い
か
し
方
あ
れ
こ

れ
講
　師

神
谷
満
雄
氏
(
中
部
大
学

教
授
)

定
員
　
4
0名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
1
0月
7
日
か
ら
、
匱

接
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー

　
s
7
1
0
1

第

一
回

天
体
観
望
会

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て

、
月
や

惑
星
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
星
空
を

、
ご
家
族

や
お
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

期
日
　
1
0月
1
4日
(
火
)
、
雨
天

。

曇
天
の
場
合
は
、1
5日
(
木
)

に
延
期
し
ま
す

時
間
　
午
後
6
時
～
8
時
3
0分

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

対
象
　
1
6歳
以
上
の
区
民

※
1
5讒
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同

伴
で
あ
れ
ば
、
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
敵
育
セ
ン
タ
ー
　

8
5
0
8
8
0
1

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一

般

投

影

日
時
　
毎
週
土
曜
日
、
午
後
2
時

・
3
時
3
0分
(
2
回
)

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

内
容
　
「
秋
の
星
空
」
古
代
エ
チ

オ
ビ
ア
王
家
に
ま
つ
わ
る
星
座

の
お
話

定
員
　
讃
名
(
各
回
先
着
順
)

費
用
　
▽
1
5歳
以
下
…
無
料

▽
1
6歳
以
上・・・
1
0
0
円

問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー
　
8
5
0
8
8
0
1

区
民
体
育
大
会

相

撲

9
月
5
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
募
集
は
次
の
よ
う
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

日
時
　
1
0
月
1
2日
(
日
)
、
正
午
～

午
後
4
時
(
雨
天
の
際
は
1
9日
)

場
所
　
西
新
井
大
師
境
内

参
加
資
格
　
小
学
生
以
上
の
区
内

在
住
・
在
動
者
(
無
料
)

申
込
方
法
　
当
日
受
付

問
合
せ
先
　
宝
田
昌
和
　
8
8
8
4

公
社
職
員
募
集

募
集
人
員
　
5

名
程
度

採
用
予
定
時
期
　
来
年
4
月
1

日
以
降

応
募
資
格
　
司
書
の
有
資
格

者
お
よ
び
歓
員
免
許
(
保

健
体
育
)
保
持
者
'
U
i
i

は
体
育
大
(
短
大
含
む
)

・
専
門
学
校
卒
で
社
会
体

育
を
修
学
し
た
方

▽
短
大
卒
・
専
門
学
校
卒

…
2
0歳
以
上
2
4歳
未
満

▽
大
学
卒
…
2
2歳
以
上
2
6

歳
未
満

応
募
書
類
　
申
込
書
(
自
一

、

写
真
添
付
)
、
写
真
2

枚

申
込
期
間
　
1
0
月
1
0日
～
3
1

試
験
日
　
▽
第
一
次
試
験
H

月
1
5日
(
土
)

▽
第

二
次
試
験
1
2

月
中
旬

脱
明
会
m
J

月
m
J日
、
午
前
1
0

時
か
ら
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
(
財
)
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ボ

ー
ツ
公
社
総
務
部
総
務
課
　
8
5
9

8
2
1
1

あ

ん

ぐ

る
やった! ! 〝ミラクル〟ベアーズ
ママさんソフトボール東京都大会 準 優 勝

「
サ
ー
ド
!
!
い
く
わ
よ
。
ダ

ブ
ル
プ
レ
ー
ね
」

「
お
願
い
し
ま
す
」

昼
下
が
り
の
竹
の
塚
6
号
公

園
。
汗
に
ま
み
れ
て
白
球
を
追

う
姿
は

、
女
性
チ
ー
ム
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
の
迫
力
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
の
チ

ー
ム
(
神
子
ベ
ア
ー
ズ
)
、
今
年
7

月
に
行
わ
れ
た
「
全
国
マ
マ

さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
東
京
都
大

会

」
で
凖
優
勝
と
い
う
輝
か
し

い
実
績
を
持
つ
。

参
加
1
0
2チ
ー
ム
と
い
う
マ
ン

モ
ス
大
会
で
、破
竹
の
6
連
勝
。

決
勝
は
、
惜
し
く
も
敗
れ
、
全

国
大
会
出
場
は
な
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
そ
の
実
力
は
相
当
な

も
の
。

平
均
年
齢
3
0歳
。
メ
ン
バ
ー

2
0
人

の

う

ち

半

数

近

く

が

、
お

母

さ

ん

と

い

う

マ

マ

さ

ん

チ

ー

ム

。
こ

の

チ

ー
ム

を

率

い

て

い

る

の

が

、
神

子

い

く

み

監

督
(
4
9
)

「
こ

ん

な

入

き

な

大

会
で

、

凖

優

勝

で

き

た

こ

と

に

満

足

し

て

い
ま

す

。
つ

き

も

あ

り

ま

し

た

が

、
う

ち

の

持

ち

味

の

チ

ー

ム
ワ

ー

ク

を

発

揮
で

き

た

と

思

い

ま

す

。
こ

れ

か

ら

も

毎

週
3

回
の

練

習

を

無

駄

に

す

る

こ

と

な

く

、
全

国

大

会

出

場

を

夢

み

て

が

ん

ぱ

り

た

い

と

思

い

ま

す

」
と

輝

か

し

い

成

績

に

お

ご

る

こ

と

な

く

、
静

か

に

語

っ

て

く

れ
た

。

練
習

終

了

後

、
子

ど

も

た

ち

に

寄
り

そ

う

母

親
の

姿

に

、
マ

マ

さ

ん

チ

ー

ム
の

ほ

ほ

え

ま
し

い

一
面

を
み

た

。

練
習
に
は
、
子
ど
も
同
伴
の
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム

中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
8
6

昭
和
6
1年
度
東
京
都
中
学

校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

校
が
、
そ
の
熱
き
思
い
を
楽

器
に
託
し
、
一
生
懸
命
演
奏

し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

日
時
　
扣
月
H
日
(
土
)
、午

後
1
時
3
0分
～
5
時
3
0分

場
所
　
文
化
会
館
(
無
料
)

出
演
校

区
立
中
学
校
2
1校

と
足
立
吹
奏
楽
団

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
学
校

経
理
係
　
8
8
2
-
1
1
1

㈹

一
般
利
用
の
ご
案
内

塩
原
林
間
学
園

塩
原
林
間
学
園
の
一
部
(
5

部

屋
・
お
と
な
羽
名
ま
で
)
を
皆
さ

ん
に
開
放
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の

合
宿
、家
族
旅
行
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
、

保
養
の
施
設
と
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

利
用
期
間
　
H

月
1
日
～
来
年
4

月
5
日
(

年
末
年
始
、
館
内
作

業
日
H

月
5

日
～
7

日
を
除

く
)

利
用
で
き
る
方
　
区
内
在
住
・
在

勤
者
と
そ
の
同
伴
者

申
込
方
法

▽
4
0人
以
上
の
団
体

・・・
往
復
ハ
ガ
キ
に
団
体
名
、
代

表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
の
こ
と
(
1
0
月
H
日

消
印
有
効
。1
0
月
1
5日
、
午
険
1

時
か
ら
本
庁
舎
7
階
会
屎
室

で
公
開
抽
選
を
行
い
、
受
付
順

位
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

▽
4
0人
未
満
の
グ
ル
ー
プ
・・
函

月
2
1日
か
ら
利
用
日
の
5
日
前

ま
で
の
期
間
、
随
時
受
け
付
け

ま
す

問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
学
務
第
二

課
振
興
係
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

区民 歩け歩け大 会
日
時
　
1
0
月
1
0日

示

雨
決
行
、

強
雨
の
と
き
は
1
2日
)
午
前
9

時
か
ら

コ
ー
ス
　
上
図
を
参
考
の
こ
と
▽

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
8
キ
ロ
l
千

住
新
橋
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ー
ト
…

都
市
農
業
公
園
ゴ
ー
ル
)
▽
健

脚
コ
ー
ス
1
8
キ
ロ
l
(
千
住
新
橋
グ

ラ
ン
ド
ス
タ
ー
ト
・・・竹
の
獵
セ

ン
タ
ー
ゴ
ー
ル
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
コ
ー
ス
名
を
記
入

申
込
・
問
合
せ
先
　
本
庁
舎
・
体

育
課
(
〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

8

8
2
1
1
1
1
㈹
)

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
押
し
花
教
室
(

無
料
)

1
0月
1
4日
(
火
)
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
o
時
3
0分
/
北
千
住

駅
ビ
ル

ー
ウ
ィ
ズ
/
5
0
名
(
先

着
順
)
/

電
話
予
約
/

▽
東
京

電
力
㈱
千
住
支
社
・
地
域
サ
ー

ビ
ス
係
　
8
8
2
9
1
1
1

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
m
W

柚
日
(
土
)
、
午
後
6

時
3
0分
間
演
/
産
業
振
興
館
/
　

「
ふ
た
た
び
河
島
英
五
と
と
も

に
」/
入
場
料
お
と
な
千
枷
円

・
子
ど
も
千
円
/
▽
た
ん
ぽ
ぽ

共
同
保
育
所
　
8
7
0
7
0
4
0
　

☆
バ
ザ
ー

日
用
雑
貨
品
・

不
用
品
等
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
/
1
0
月
2
6日
(
日
)
、
午
前
1
0

時
3
0分
～
午
後
2
時
/
保
木

間
第
5
都
営
庄
宅
広
場
/
▽
花

畑
共
同
作
笑
所
　
8
5
8
9
2
3
4
　

☆
七
五
三
き
も
の
着
付
無
料

講
習
会
▽
1
0
月
1
9
日
・
・
・
午
後

1
時
～
4
時
/
西
新
井
本
町
住

区
セ
ン
タ
ー
/
母
子
2
0
組
▽
1
0

月
2
5
日
・
・
・
午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
/
花
畑
公
園
桜
花
亭
/
母
子

3
0
組
/
▽
根
岸
　
8
5
9
6
9
6
0
　

☆
北
千
佳
秋
の
槿
木
ま
つ
り
1
0

月
1
8日
・
1
9日
、
い
ず
れ
も

午
後
1
時
～
9
時
(
小
雨
決
行
)
/

北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
衝

(
旧
日
光
衝
道
)
/

▽
岡
田
　
8
8
2
6
6
4
3

=
募
集
=

☆
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム
体
操
講

習
会

中
・
高
年
主
婦
向
/
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
H
時
3
0分
、
各
曜
日
と
も
1
0

月
中
4
回
/
都
民
信
用
組
合

足
立
支
店
ほ
か
/
2
千
円
/
▽

山
崎
　
8
4
8
5
2
9
5

☆
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
(
初
級
・
中
級
)

ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
で
踊
れ
る
ぷ
つ

に
な
ろ
う
/
1
0
月
1
3日
か
ら
毎

週
月
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
/
江
北
セ
ン
タ
ー
/
入
会

金
千
円
、
月
額
千
沺
円
/

▽
友

太
　
8
9
9
0
0
8
9

☆
茶
道
教
室
・
豚
風
会
(
表

千
家
)
月
3
回
木
曜
日
▽
午

前
の
部
・
・
・
午
前
1
0
時
～
午
後
0

時
3
0
分
▽
午
後
の
部
・
:
午
後
1

時
～
3
時
3
0
分
/
江
北
セ
ン
タ

ー
/
月
額
2
千
緊
円
/
▽
高
松

8
5
3
り
乙
7
2
5

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
初
級
ク
7

ス
』
1
0

月
5
日
か
ら
主
に
毎

週
日
曜
日
、
午
後
7
時
3
0分
か

ら
/
中
央
本
町
社
会
教
育
館
/

入
会
金
2

千
円
、
月
額
3

千
円
/

他
に
中
級
(
土
)
、
上
級
(
水
)

あ
り
/
▽
大
石
　
8
8
4
3
4
5
7

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

掲
示
板

□
水
遭
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

最
近
、
水
道
の
検
査
・
ト
イ

レ
の
診
断
等
と
称
し
て
水
洗
便

器
等
の
修
理
を
行
い
、
多
額
の

金
銭
を
請
求
す
る
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
水
道
局
と
は

関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
水
道
局
・
足
立
柬

営
業
所
(
　
S
2
1
5
1
)
、

足
立
西
営
業
所
(
　
8
9
6
4
2
2
1
)

□
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
講
習

―
同
和
対
策
事
業
―

日
時
　
H

月
1
3・
M
日
、
午
後
6

時
～
9
時
1
0分
、1
1‥月
1
6

日

、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
1
5

分
(
無
料
)

場
所
　
都
立
足
立
高
等
職
業
技

術
専
門
校
台
東
分
校

申
込
受
付
　
1
0
月
2
0・
2
1日
、

午
前
9
時
～
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先
　
都
立
足
立

高
等
職
業
技
術
専
門
校
台
東

分
校
(
東
京
都
産
業
労
勵
会

館
内
)
　
8
7
6
2
9
6
1

□
高
齢
者
求
人
・
求
職
相
談

日
時
　
1
0
月
1
5日
、
午
前
1
0時

～
午
唆
4
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
足
立
公
共
職
業
安

定
所

　
8
8
2
1
2
8
7

□
東
京
都
職
員
募
集
(
身
体
障

客
者
対
象
)

職
種
　
事
務
(
約
2
2名
)

受
験
資
格
　
自
力
で
通
動
で

き
、
介
護
者
な
し
に
職
務
の

遂
行
が
で
き
る
方
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
僑
た
す
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

▽
昭
和
3
4

年
4
月
2
日
か
ら
4
4年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
(

学
歴
問
わ
ず
)

▽
通
常

の
勤
筋
時
間
に
対
応
で
き
る

方

▽
活
字
印
刷
文
に
よ
る

出
萄
に
対
応
で
き
る
方

第
一
次
選
考
日
　
1
1
月
9
日

採
用
予
定
日

来
年
4
月
1
日

以
降

申
込
受
付
　
1
0
月
6
・
7
日
左

記
へ
直
接

申
込
・
問
合
せ
先
　
都
・
人
事

委
員
会
試
験
課

　
2
1
2
5
1
1
1

㈹

□
1
0月
1
1日
～
2
0日

〝全
国
防
犯
運
助
〟

重
点
目
標

▽
自
励
車
隘
、
そ
の
他
の
乗

物
盗
の
防
止

▽
侵
入
盗
の
防
止

▽
少
年
非
行
の
防
止

明
る
ぺ

庄
み
よ
い
地
域
社

会
の
建
設
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。<
千
佳
・
西
新
井
・
綾
瀬

警
察
署
>

□
目
の
愛
護
デ
ー

〝眼
科
健
康
相
談
〟

日
時
　
1
0月
1
0日
、
午
前
1
0時

～
午
後
4
時
(
無
料
)

場
所
　
新
宿
・
京
王
ブ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
ナ
ー
ド

内
容
　
問
診
、
裸
眼
・
装
用
眼

鏡
視
力
検
査
、
矯
正
視
力
検

査
、
健
康
相
談
、
4
0
歳
以
上

・
:
眼
圧
測
定
、
眼
底
検
査

問
合
せ
先
目
の
愛
護
デ
ー
相

談
事
務
局
　
8
1
4
5
4
5
1

A. U. 240. 000


